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＜連絡事項＞
・人事考課表の記載と提出について、東ＳＧＭからメールが来ていますので各自確認して下さい。面接は改めて設定します。　提出期限は、4/6（金）までです。

・面会・外出制限の解除(現在は制限中)に向け、買い物の体制(曜日・付き添い・単独・売店利用等)を見直し一覧表を作成しています。勤務表の板に挟んでいますので、各自確認して下さい。

・全自動洗濯機を修理に出しています。

＜患者様連絡事項＞
・三浦　久司様～アラミスト点鼻液　１本処方となっています。

・山下　拓也様～本人希望あり、本日より自己服薬管理を開始しています。明日から
[bookmark: _GoBack]の１日分セットで徐々にステップアップしていきます。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～本日朝食前、詰所カウンターに来たり、詰所前のベンチに座ったりし、急に口調が荒くなり、興奮し、通りかかったスタッフへ向けて水の入ったコップを投げつける事あります。行動に対し、指導し拭いて頂く事には応じています。その後も不満を言い続ける事や穏やかになる等、気分変動著明です。他患者様が距離をとる様にし、トラブルに至らず経過しています。他者の衣類を着用している事や、他者の衣類に名前を書いてしまっている事があり、スタッフ介入しますが否定的です。夜間の中途覚醒や早朝覚醒など、睡眠も不安定の為、睡眠状態の観察もしていきましょう。気分の波があり、大声で他者を威嚇する事や批判する事がある為、引き続き、他者トラブルに注意し、精神状態観察していきましょう。

・木村　美智子様～徐々に普段通りに行動する事が出来て来ています。食事摂取量は増加傾向で、服薬も拒否なく服用されています。下肢の浮腫はいくらか軽減傾向ですが著明さは変わりありません。引き続き、精神状態の観察をし、訴えを傾聴し不安の軽減を図っていきましょう。

・上野　千奈津様～臥床傾向にて活気無く、プログラムへの参加拒否、レストランへの移動(摂取)拒否が見られています。昨日の夕食は声掛けで移動され全量摂取しています。本日は、朝食・昼食共にレストランへ移動し、全量摂取しています。プログラム・ＯＴへは、「頭とお腹が痛くて」と話し、不参加しています。週末の経過を田名部Drへ報告し、4/4昼より、リスペリドンＯＤ錠２ｍｇ「アメル」 1 錠 1×昼食後　10日分が処方となっています。
 
＜退院患者様ミーティング＞
・上野　千奈津様～入院日　　2017.5.17
　　　　　　　　　退院後のスケジュール：月・火・水・金曜日デイケアへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木曜日訪問看護の予定（日程調整中）
　　デイケアへの通勤手段：往復バスを利用する。
　　生活リズムを整えるには：早めに就寝して、自分のペースを見極めながら生活リズム　　
　　　　　　　　　　　　　　を整えていく。
　　食事：料理は得意な為、お弁当で持って行く分などを考慮して、多めに作り置きして
　　　　　おく。
　　電気・ガス・水道：使用できる。退院してから、トイレのタンクの修理を依頼してい
　　　　　　　　　　　くとの事。

　体調が悪くなる時の症状を本人へ確認
　『頭がある程度（何もかもが思い通りに行かなくなる）すると、別世界に行ってしまうのが不安。』と話している。（2～3日の間に）内服薬を飲んでも大変になってしまうとの事。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　同じ失敗を繰り返さない為にはどうすればいいか？
　　具合が悪いと感じた時は、病院に連絡する。デイケアスタッフや外来スタッフへ相談しても良い。
　≪具合が悪い時の症状≫（スタッフから見ての）
　・空笑・独語（思い出し笑い）
　・その時々で調子の波がある。
≪暮らす時に気をつける事≫
　・その時々で調子の波があり、それを抱えながら暮らさなければいけない為、毎日充実
　　していればいいと思うと話している。

退院してからのアドバイス
　　一人で抱え込まず、相談する。
　　食事はバランスよく食べる。
　　お薬は忘れずに服用する。
　　デイケアへ通い、生活リズムを整える。


